
道路建設事業の再評価項目調書 

事業名 一般国道180号 総社
そうじゃ

・一宮
いちのみや

バイパス 
事業 
区分

一般国道 
事業 
主体 

国土交通省  

中国地方整備局 
起終点  自：岡山

おかやま

県岡山
おかやま

市楢津
な ら づ

 
 至：岡山

おかやま

県総社
そうじゃ

市井
い

尻
じり

野
の

 
延長 

１５．９km 
事業概要  
一般国道180号は、岡山

おかやま

市から松江
ま つ え

市へ至る延長約１７０㎞の主要幹線道路である。 

総社
そうじゃ

・一宮
いちのみや

バイパスは、岡山
おかやま

市北西部・総社
そうじゃ

市における一般国道１８０号の混雑緩和・交通安全の確保

および沿線環境の改善等を目的とした、延長１５．９ｋｍの道路である。 
Ｓ４８年度事業化 Ｓ６３年度都市計画決定 Ｈ元年度用地着手  Ｈ元年度工事着手 

全体事業費 約530億円 事業進捗率 ２０％供用済延長 ３．４km
計画交通量   11,800  ～  32,700  台／日

Ｂ／Ｃ  総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年費用対効果 
分析結果 (事業全体)  １．７ 

 
(残事業)   ２．６ 

    304 / 464  億円 
 事業費    ：283 / 437億円
 維持管理費： 21 /  27億円

  776  / 779  億円 
 走行時間短縮便益：624 / 635億円 
 走行費用減少便益： 92 /  83億円 
 交通事故減少便益： 61 /  60億円 

 平成２０年 

感度分析の結果  残事業（事業全体）について感度分析を実施
  交通量変動 ：B/C＝2.9（交通量+10％）   B/C＝2.3（交通量-10％） 
    事業費変動 ：B/C＝2.3（事業費+10％）   B/C＝2.8（事業費-10％） 
事業の効果等 
・円滑なモビリティの確保（現道等の年間渋滞損失時間が削減される） 
・安全で安心できる暮らしの確保（岡山赤十字

おかやませきじゅうじ

病院までの所要時間短縮）    他18項目に該当 
関係する地方公共団体等の意見 
 岡山

おかやま

市北西部・総社
そうじゃ

市中心部への通過交通流入が抑制され、交通の円滑化が図られるとともに沿道環境が改

善し、市民生活の快適化と中心市街地の活性化が期待されており、岡山
おかやま

市をはじめとする関係４市の首長等で

構成される一般国道１８０号岡山県整備推進期成会より早期整備の要望を受けている。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
 団地開発、県立大学設立並びに山陽自動車道や中国横断自動車道の開通などによる交通量の増加により、慢性
的な交通混雑や交通事故が発生している。 
事業の進捗状況、残事業の内容等 
  平成１９年度末で用地買収は２０％完了しており、現在までに岡山

おかやま

市門前
もんぜん

～総社
そうじゃ

市総社
そうじゃ

までの３．４ｋｍ

が供用済みである。 
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
  投資効果の早期発現を図るため、段階的に整備しており、残る区間についても早期供用を目指し事業を推
進する。 
施設の構造や工法の変更等 
 建設発生土の有効利用や建設副産物の発生抑制によりコスト縮減を図っている。 

対応方針 事業継続 
対応方針決定の理由 
 以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。 
事業概要図 
 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 





一般国道180号 総社・一宮バイパス

国土交通省国土交通省 中国地方整備局中国地方整備局

一般国道180号 総社・一宮バイパス

事業再評価

そうじゃ いちのみや

平成２１年３月
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１．位置図 一般国道180号 総社・一宮バイパス
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４車線

60km/ｈ

３種１級、３種２級、４種１級

起点；岡山市楢津

終点；総社市井尻野
そうじゃし いじりの

Ｌ＝１５．９km

車 線 数

設 計 速 度

道 路 規 格

計 画 延 長

起 終 点

おかやまし ならづ

４車線

60km/ｈ

３種１級、３種２級、４種１級

起点；岡山市楢津

終点；総社市井尻野
そうじゃし いじりの

Ｌ＝１５．９km

車 線 数

設 計 速 度

道 路 規 格

計 画 延 長

起 終 点

おかやまし ならづ

計画概要

２．事業の概要及び経緯
（1）事業概要

一般国道180号 総社・一宮バイパス

主要渋滞ポイント

（板倉交差点）
いたくら

◆総社・一宮バイパスは、一般国道180号の岡山市楢津から総社市井尻野の交通混雑の緩和及び交通安全の確保

を目的とした延長15.9kmの道路。

そうじゃ いちのみや おかやまし そうじゃしならづ いじりの

事業の目的

○国道180号の混雑緩和

・国道180号の交通がバイパスに転換することにより、岡山市楢津から総社市井尻野における国道180号の交通混雑を緩和

○安全性確保・沿線環境の改善

・国道180号の交通がバイパスに転換することにより、現道の交通事故が減少するとともに沿道環境が改善

○周辺地域との連携強化

・総社市及び高梁市方面から主要交通拠点（岡山駅など）や医療施設との連絡強化
そうじゃ たかはし

おかやま そうじゃならづ いじりの

標準断面図

▼総社市小寺～総社市井尻野
そうじゃし いじりのそうじゃし こでら

▼岡山市門前～総社市小寺 ▼岡山市楢津～岡山市門前
おかやまし ならづ おかやまし もんぜんおかやまし もんぜん そうじゃし こでら
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２．事業の概要及び経緯
（2）事業の経緯と進捗状況

一般国道180号 総社・一宮バイパス

◆昭和63年度の都市計画決定後、平成元年度に用地着手、平成5年度以降岡山市門前～総社市総社間を順次、

4車線供用。現在、残る区間について、引き続き事業を推進中。

そうじゃ そうじゃおかやま もんぜん

①岡山総社ＩＣ上空から

総社市方面を望む

おかやまそうじゃ

そうじゃ

至 高梁市

至 岡山市

たかはし

おかやま

②岡山市楢津から

吉備ＳＡ方面を望む

おかやまし ならづ

きび

至 総社市
そうじゃ

至 岡山市
おかやま

写真撮影方向1

2

1
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① 井尻野交差点付近の
朝ピーク時混雑状況

（総社市街地方面を望む）

① 井尻野交差点付近の
朝ピーク時混雑状況

（総社市街地方面を望む）

いじりの

３．現道の状況
（1）交通量の状況

一般国道180号 総社・一宮バイパス

（資料：道路交通センサス）

● 総社市総社付近の混雑度と日交通量推移

（総社市総社）

そうじゃ そうじゃ

そうじゃし そうじゃ

15,700
17,200 16,900

20,900 21,100

1.41
1.60
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1.67
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（資料：道路交通センサス）

● 岡山市高松付近の混雑度と日交通量推移

（岡山市高松原古才）

おかやま たかまつ

おかやまし たかまつはら こさい

19,000 18,300 19,100
21,000 20,800

1.38 1.28 1.24 1 .27 1.28
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● ：主な渋滞交差点

：渋滞方向

：写真撮影方向1

そうじゃ

国分寺口交差点

井尻野交差点

溝口交差点
みぞくち

総社小前交差点

小山交差点

加茂交差点

渋滞長：1,000m
通過時間：7分
※Ｈ20年3月6日調査

渋滞長：500m
通過時間：2分
※Ｈ20年3月6日調査

いじりの

そうじゃしょうまえ

こくぶんじくち

こやま

かも

渋滞長：240m
通過時間：4分
※Ｈ20年3月24日調査

渋滞長：200m
通過時間：3分
※Ｈ20年3月24日調査

渋滞長：1,150m
通過時間：9分
※Ｈ19年12月4日調査

渋滞長：1,200m
通過時間：9分
※Ｈ19年12月4日調査

2
1

板倉交差点
いたくら

② 板倉交差点付近の
朝ピーク時混雑状況

（総社市方面を望む）

② 板倉交差点付近の
朝ピーク時混雑状況

（総社市方面を望む）

いたくら

そうじゃ

◆バイパス未供用区間の現道部（国道180号）では、依然として混雑度が1.0以上である。

◆バイパスと並行する現道（国道180号）で渋滞が確認される5箇所の交差点のうち、3箇所は総社市街地内に存
在する。

そうじゃ
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国分寺口交差点

井尻野交差点

溝口交差点
みぞくち

総社小前交差点

小山交差点

加茂交差点

渋滞長：1,000m
通過時間：7分
※Ｈ20年3月6日調査

渋滞長：500m
通過時間：2分
※Ｈ20年3月6日調査

いじりの

そうじゃしょうまえ

こくぶんじくち

こやま

かも

渋滞長：240m
通過時間：4分
※Ｈ20年3月24日調査

渋滞長：200m
通過時間：3分
※Ｈ20年3月24日調査

渋滞長：1,150m
通過時間：9分
※Ｈ19年12月4日調査

渋滞長：1,200m
通過時間：9分
※Ｈ19年12月4日調査

2

板倉交差点
いたくら

A

B

C

D

３．現道の状況
（2）渋滞の状況

一般国道180号 総社・一宮バイパス
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板倉交差点の渋滞状況
いたくら

７：00
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7：30
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8：00
18：00

8：30
18：30

：国道１８０号上り（総社⇒岡山方向） ：国道１８０号下り（岡山⇒総社方向）Ｃ Ｄ
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７：00
17：00
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17：30

8：00
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8：30
18：30

：国道１８０号下り（岡山⇒総社方向）Ｂ

７：00
17：00

7：30
17：30

8：00
18：00

8：30
18：30

井尻野交差点の渋滞状況
いじりの

溝口交差点の渋滞状況
みぞくち

そうじゃ おかやま そうじゃ おかやまおかやま そうじゃ おかやま そうじゃ

◆国道180号の主要交差点では、朝ピーク時に渋滞が発生しており、特に、板倉交差点では、上下両方向とも

最大1.2km程度の渋滞が発生している。また、総社市中心部においてもピーク時には1.0kｍを超える渋滞が発

生している。

いたくら

そうじゃ

● ：主な渋滞交差点

：渋滞方向

：渋滞長ｸﾞﾗﾌ位置A
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2 1 3

３．現道の状況
（3）沿道の状況

一般国道180号 総社・一宮バイパス

◆国道180号沿線では、商業施設等の日常利用施設が多く立地しており、各施設の出入り交通が後続車を閉塞。

◆また、小学校等が多いにも関わらず、構造的な歩車分離がされていない区間が多く、大変危険な状況。

沿道状況（総社市溝口：高梁市方面望む）
そうじゃ みぞぐち たかはし

沿線施設への
出入り交通に
よる後続車の
閉塞状況

沿線施設への出入り交通による後続車の閉塞状況

（総社市総社：高梁市方面望む）
そうじゃ そうじゃ たかはし沿道状況（総社市門田：高梁市方面望む）

そうじゃ もんで たかはし

構造的な歩車分離がされ
ていないため走行車両と
歩行者等が接触する
危険性がある！

① ② ③
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単路
46%

 交差点
（小）
16%

 交差点
（中）
23%

 交差点
（付近）

15%

単路部の事故が
約半数を占める
⇒交通転換が有効

供用区間

岡
山
市
楢
津

お
か
や
ま

な
ら
づ

⑥井尻野交差点
481.4件/億台ｷﾛ

いじりの

②国分寺口交差点
768.3件/億台ｷﾛ

こくぶんじくち③総社西中学校前交差点
518.4件/億台ｷﾛ

そうじゃにしちゅうがっこうまえ
①門前交差点

811.0件/億台ｷﾛ

もんぜん

総
社
市
井
尻
野

そ
う
じ
ゃ

い
じ
り
の

正面衝突,

28件,

3.0%

右左折時,

100件,

10.5%

その他車

両相互,

48件,

5.1%

人対車両,

26件,

2.7%

追突, 556

件, 58.6%

出会頭,

163件,

17.2%

車両単独,

28件,

3.0%

949件/4年
（H15～H18)

３．現道の状況
（4）交通事故発生状況

一般国道180号 総社・一宮バイパス

◆バイパス未供用区間の現道部では、死傷事故率が全国平均を上回っている。
◆事故の発生状況では、混雑に起因すると考えられる“追突”が最も多く発生している。

〔※岡山市楢津～総社市井尻野〕
おかやまし ならづ そうじゃし いじりの

（資料：Ｈ15～Ｈ18事故統合データベース）

国道180号バイパス並行区間 の事故発生状況

：死傷事故率 109件/億台・km以上

： 109件/億台・km未満
注）全国平均：109件/億台・km

（資料：Ｈ15～Ｈ18事故統合データベース）

（死傷事故に関する凡例）

：死亡事故発生箇所（H15～H18）

４箇所／４年

※
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(件/4年)

渋滞に起因する
車間距離不保持が
最も多い違反！

④吉備津駅付近
514.8件/億台ｷﾛ

きびつ

⑤吉備津彦神社前
交差点他

484.5件/億台ｷﾛ

⑤吉備津彦神社前
交差点他

484.5件/億台ｷﾛ

きびつひこじんじゃ
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① ②
③ ④

⑤

⑥
⑦

⑧

■ 自動車騒音に係る環境基準

昼間 夜間

70 65

幹線交通を
担う道路に
近接する区

域

高速道路、国道、
県道及び4車線
以上の市道など、
幹線交通を担う
道路に近接する
区域については
全国一律基準
（全国共通）

道路区分 環境基準

環境基準：騒音に関する環境基準
(H10.9.30環境庁告示第64号改正
H17.5.26環境省告示第45号）

３．現道の状況
（5）沿道環境状況

一般国道180号 総社・一宮バイパス

板倉交差点
いたくら

：昼間・夜間の騒音値が環境基準を超えている地点

：夜間の騒音値が環境基準を超えている地点
昼：○ｄB＝値が環境基準（昼：70ｄB，夜＝65ｄB）を

超えている数値

（騒音に関する凡例）

総社市門田

昼：71dB，夜：68dB

そうじゃし もんで

総社市総社1丁目

昼：71dB，夜：69dB

そうじゃし そうじゃ

岡山市高松原古才

昼：71dB，夜：68dB

おかやまし たかまつはらこさい

岡山市西辛川

昼：68dB，夜：66dB

おかやまし にしからかわ

出典：道路環境センサスデータ

■沿道状況（総社市総社：高梁市方面望む）
そうじゃし そうじゃ たかはしし

沿道環境の状況 騒音の状況

◆騒音の状況は、未供用区間の４箇所で夜間の環境基準を超え、うち３箇所は昼間の基準も超過。なお、総社市

中心部（DID地区）は、特に家屋が連坦している。

そうじゃ

71 71

67
66

71

68

65

69

63
65

69

6768

63

68
66

50

55

60

65

70

75

80

①
総
社
市
井
尻
野

②
総
社
市
門
田

③
総
社
市
総
社

1
丁
目

④
総
社
市
井
手

⑤
岡
山
市
福
崎

⑥
岡
山
市
高
松
原
才
古

⑦
岡
山
市
西
辛
川

⑧
岡
山
市
一
宮

（ｄB）

昼 夜

昼間の

環境基準

夜間の

環境基準
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県立大学入口交差点

区間④ 区間③ 区間② 区間①

1

４．これまでの供用による事業効果
一般国道180号 総社・一宮バイパス

Ａ

◆「岡山市門前～総社市窪木」間の整備（４車線拡幅：H5～H8）により、当区間の交通容量が拡大され、混雑度

が1.0未満に低下。また、歩行者･自転車の安全性が向上。

◆「総社市窪木～総社市総社」間の整備（平成19年度末）により、現道の交通量が約3,000台減少。ただし、部
分供用であるため、現道交通量の減少は２割程度。

おかやま もんぜん そうじゃ くぼき

そうじゃ くぼき そうじゃ そうじゃ

注）H9以降の混雑度(総社市窪木地区)は4車線相当の交通容量で算出

● 混雑度及び交通量の推移（平日：昼12ｈ）

（資料：道路交通センサス）

未供用区間の現道部は依然として混雑度が高い。未供用区間の現道部は依然として混雑度が高い。

1.06 1.04

1.32

1.6

1.36 1.36

1.67

1.08

1.5

1.4

1.12

0.56 0.55 0.55

1.35

1.12

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

H6 H9 H11 H17

交
通
量

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

混
雑
度

総社市井尻野 総社市総社 総社市井手 総社市窪木

総社市井尻野 総社市総社 総社市井手 総社市窪木

供用区間未供用区間

（総社④） （区間③） （区間②） （区間①）

「岡山市門前～総社市窪木」間の効果
おかやまし もんぜん そうじゃし くぼき

供用区間における歩道整備の効果

国道180号における交通量の転換
（県立大学入口交差点西側流入部）

17,000

14,000

3,500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

（台/日）

現道 BP

約3,5千台が

バイパスへ

現道の

交通量が

約２割減少

※部分供用日：H20.3.22

供用前

(H20.1.31)

供用後

(H20.3.24)

「総社市窪木～総社市総社」間の効果
そうじゃし くぼき そうじゃし そうじゃ

①供用区間（総社・一宮BP）
そうじゃ いちのみや

写真：総社市窪木(岡山方面を望む)
そうじゃ くぼき おかやま

・バイパスへの交通転換

⇒ 現道の安全性向上

・バイパス歩道の活用

⇒ 通学時の安全性向上

整備済みのバイパス歩道を通学路とし
て活用している。

そうじゃし くぼき おかやま
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５．事業効果（完成供用時）
（1）円滑なモビリティの確保

一般国道180号 総社・一宮バイパス

※1 推計年次における「整備なし・あり」の渋滞損失時間
※2 算出手法は「費用便益分析マニュアル(H20.11)」を用いた
※3 集計対象区間＝バイパス部＋国道180号現道部全線

：渋滞損失時間
と死傷事故件数
算出範囲

※1 推計年次における「整備なし・あり」の死傷事故件数
※2 算出手法は「費用便益分析マニュアル(H20.11)」を用いた
※3 集計対象区間＝バイパス部＋国道180号現道部全線

【所要時間の短縮（全線供用）】

総

社

市

井

尻

野

（
B

P

終

点

）

岡

山

市

楢

津

（
B

P

起

点

）

現況（R180：現道）：40分

全線供用後

（R180：BP）16分

約24分
短縮

注）現道経由そ
う
じ
ゃ
し

お
か
や
ま
し

い
じ
り
の

な
ら
づ

※ 総社・一宮バイパスはＶ＝60㎞/h、その他道路は
H17センサスのピーク時旅行速度を用いて算出

そうじゃ いちのみや

【ﾋﾟｰｸ時における所要時間短縮（完成供用）】

◆バイパス全線供用により、「岡山市楢津～総社市井尻野」間の所要時間が約24分短縮。

◆バイパス全線供用による交通の転換により、現道部の旅行速度は大きく改善し、渋滞損失時間は約７割減少。

◆また、バイパス及び現道部の死傷事故件数も約１割減少。

おかやま そうじゃ いじりのならづ

147.5

50.6

0

50

100

150

整備なし 整備あり

（万人・時間/

年・km）

渋滞損失時間が
約７割減少！

【渋滞損失時間の減少】

145

128

100

110

120

130

140

150

整備なし 整備あり

（件/年）

交通事故が
約１割減少！

【死傷事故件数の減少】
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５．事業効果（完成供用時）
（2）環境負荷の低減

一般国道180号 総社・一宮バイパス

◆バイパス全線供用による走行速度の向上により、地域全体の環境負荷，沿道環境の負荷も低減。

各指標はH42交通量推計結果を用いて算出

算出象区間＝国道180号現道部全線 算出象区間＝国道180号現道部全線

※1：CO2・NOx・SPM=「客観的評価
指標の定量的評価指標の算出」に基づき算出

※2：検討対象路線=国道180号現道

（岡山市楢津～総社市井尻野）
おかやま ならづ そうじゃ いじりの

算出エリア：岡山市（旧灘崎町を除く）、倉敷市（旧倉敷

市のみ）、総社市、高梁市（旧高梁市のみ）

、吉備中央町（旧加茂川町のみ）、早島町

おかやま くらしきなださき

そうじゃ たかはし たかはし

きびちゅうおう おかもがわ はやしま

【ＳＰＭの排出量】

2,045
2,036

2,000

2,010

2,020

2,030

2,040

2,050

整備なし 整備あり

（千ｔ/年）

約９千ｔ
（0.4％）減少

【ＣＯ２の排出量】

87.6

48.0

0

30

60

90

整備なし 整備あり

（ｔ/年）

約40ｔ
（45%）減少

【ＮＯｘの排出量】

8.4

4.6

0

3

6

9

整備なし 整備あり

（ｔ/年）

約４ｔ
（45%）減少！
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【岡山駅までの所要時間短縮（全線供用）】

岡

山
駅

現況（R180：現道）：92分

全線供用後（R180：BP）68分
約24分

短縮

高

梁

市
役

所

た

か

は

し

■岡山空港 ■岡山駅(新幹線駅)
至

高
梁
市

５．事業効果（完成供用時）
（3）主要施設間のアクセス強化

一般国道180号 総社・一宮バイパス

◆バイパス全線供用により、総社市及び高梁市方面から、岡山市の主要施設（医療・交通拠点）までのアクセス

性が大幅に改善（現況に比べて約9～24分短縮→緊急医療輸送は数分短縮で生存率に大きく影響）。

そうじゃし おかやましたかはし

た
か
は
し
し

高梁市役所～岡山駅(新幹線駅)
約24分短縮

たかはし

総社市役所～岡山赤十字病院
約19分短縮

そうじゃ

■岡山赤十字病院

総社市役所～岡山空港
約9分短縮

そうじゃ

※現道はH17道路交通センサスのピーク時旅行速度、全線供用

時は、総社・一宮バイパスＶ＝60km/ｈで、その他は現況で算出。
そうじゃ いちのみや

傷病者を放置すると危険な状態は原因によって異なり、
心停止､呼吸停止、出血の順に切迫している事を示した曲線。
このことは緊急事態が重大であるほど､早く適切な処置をしな
ければ死亡率が増加する事を意味している。

１． 心臓停止後 約 ３分で５０％死亡
２． 呼吸停止後 約１０分で５０％死亡
３． 多量出血後 約３０分で５０％死亡

【カーラーの救命曲線】

【ﾋﾟｰｸ時における岡山駅までの所要時間（全線供用）】
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６．コスト削減に関する取り組み
一般国道180号 総社・一宮バイパス

建設副産物の発生抑制

・本線縦断勾配を見直すことに
より、土工バランスを改善し、
不足土が８万㎥減少することに
よりコスト縮減を図る。

建設発生土の有効利用

・盛土等の不足土を、他の事

業箇所からの発生土を利用す

ることによりコスト縮減を図

る。

▽

：切土

：盛土

：縦断勾配見直しによる

：当初計画

：見直し計画

：トンネル

土工バランスの改善

切土量増加切土量増加
↓↓

土工バランス改善土工バランス改善

盛土量が８万㎥盛土量が８万㎥
削減削減

コスト縮減額；約1.9億円

コスト縮減額；約0.4億円
不足する盛土材等に有効利用他事業からの発生土（残土）
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投資効果

客観的評価指標

周辺地域のCO2排出量が0.40.4％削減％削減（約９千ｔ-CO2/年削減）自動車からのCO2排出量地球環境の保全

総社市役所から岡山赤十字病院への所要時間が約約1919分短縮分短縮（77分→58分）三次医療施設へのアクセス向上安全で安心なくらしの確保

総社市役所から岡山空港への所要時間が約約99分短縮分短縮（35分→26分）空港へのアクセス向上円滑なモビリティの確保

高梁市役所から最上稲荷神社への所要時間が約約1414分短縮分短縮（61分→47分）主要な観光地へのアクセス向上個性ある地域の形成

高梁市役所から岡山港への所要時間が約約2424分短縮分短縮（130分→106分）重要港湾へのアクセス向上物流効率化の支援

整 備 効 果指 標

費用（Ｃ）
事業費（億円）

維持管理費（億円）

便益額（Ｂ）
走行時間短縮便益（億円）

走行経費減少便益（億円）

交通事故減少便益（億円）

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

残事業全事業

464億円

27

779億円

635

１．７
※全事業は、全線（ L=15.9km）なしから、全線ありの投資効果を算出。
※残事業は、現況道路網（岡山市門前～総社市総社間4車線供用）から、全線ありの投資効果を算出
※費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しない場合がある。
※基準年（平成20年）への現在価値換算値を表記
※費用のうち消費税相当額は控除

道路整備によって周辺道路の交通量が減少することによ
り、交通事故が減少する。その社会的損失の減少を貨幣
価値として計測する。交通事故の社会的な損失には運転
者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、交通事故によ
り損壊を受ける車両や構造物に関する物的損害額、交
通渋滞による損失額が含まれる。

交通事故減少便益

道路整備によって混雑が緩和され、走行条件が改善され
ることにより、走行に必要な費用の減少量として計測する。
走行経費には燃料費、オイル費、タイヤ・チューブ費、車
両費、車両償却費等が含まれる。

走行経費減少便益

道路整備により、周辺道路も含めた走行時間が短縮され
る効果を貨幣価値として計測する。

走行時間短縮便益

内 容便益計測対象項目

437

たかはし

そうじゃ

そうじゃ おかやま

さいじょう

おかやま

７．投資効果・客観的評価指標
一般国道180号 総社・一宮バイパス

たかはし おかやま

◆総社・一宮バイパス整備の費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、２．６（残事業）、１．７（全事業）となり、便益が費

用を上回っている。

そうじゃし いちのみや

83

60

費用便益比の算出条件費用便益比の算出条件
走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故減少便益

事業費 ＋ 維持管理費
適用マニュアル ： 「費用便益分析マニュアル」

（平成２０年１１月：国土交通省道路局 都市・地域整備局）
基準年次 ： 平成２０年
検討年数 ： 供用後５０年
事業費 ： 現在価値事業費＝単純価値事業費×割戻率
便 益 ： ＊道路整備前後における、

①走行時間の価値②走行経費③交通事故損失額の差
＊上記金額は、Ｈ４２ＯＤ（Ｈ１７センサスベースＯＤ表）により推計した

交通量を用いて算出
費用及び便益額等については、平成２０年度の価値に換算

（現在価値算出のための社会的割引率 ： ４％）

走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故減少便益

事業費 ＋ 維持管理費
適用マニュアル ： 「費用便益分析マニュアル」

（平成２０年１１月：国土交通省道路局 都市・地域整備局）
基準年次 ： 平成２０年
検討年数 ： 供用後５０年
事業費 ： 現在価値事業費＝単純価値事業費×割戻率
便 益 ： ＊道路整備前後における、

①走行時間の価値②走行経費③交通事故損失額の差
＊上記金額は、Ｈ４２ＯＤ（Ｈ１７センサスベースＯＤ表）により推計した

交通量を用いて算出
費用及び便益額等については、平成２０年度の価値に換算

（現在価値算出のための社会的割引率 ： ４％）

Ｂ／Ｃ ＝

304億円

21

776億円

624

２．６

283

92

61
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８．今後の対応方針 一般国道180号 総社・一宮バイパス

①事業の必要性の視点

②事業の進捗見込み

◇投資効果の早期発現を図るため段階的に整備しており、残る区間についても早期供用を目指し事業を推進する。

【今後の対応方針（原案）】

・上記①、②の各視点により、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、今後とも事業継続が妥当。
・今後の事業の実施にあたっては、更なるコスト縮減に努力しつつ、効率的で効果的な事業を継続する。

③コスト縮減や代替案立案等の可能性

◇費用便益比（B／C）＝１．７（事業全体） ２．６（残事業）

◇建設発生土の有効利用や建設副産物の発生抑制によりコスト縮減を図っている。

1）事業を巡る社会情勢等の変化

2）事業の投資効果

3）事業の進捗状況

◇総社市の人口・世帯数は、団地開発や大学設立などにより近年増加傾向にある。

◇山陽自動車道や中国横断自動車道の供用及び４車線化整備による交通量増加に伴い、慢性的な交通混雑や事故が発生して
いる。

そうじゃ

◇平成19年度末で用地買収は２０％完了しており、現在までに岡山市門前～総社市総社までの３．４ｋｍが供用済みである。
そうじゃ そうじゃもんぜんおかやま
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＜参考資料＞
一般国道180号 総社・一宮バイパス

新たな交通需要推計による計画交通量の見直し11,800～32,700台/日5,100～40,500台/日計画交通量

総費用及び総便益を見直したため１．７３．５
費用対効果

（B/C）

新たな交通需要推計による計画交通量の見直し
「費用便益分析マニュアル」の改訂による変更

７７９億円１，６６５億円
総便益
（B）

「費用便益分析マニュアル」の改訂による変更
基準年の変更（H15基準からH20基準）

４６４億円４７６億円
総費用
（C）

－約５３０億円約５３０億円総事業費

－L=１５．９kmL=１５．９km事業諸元

備 考
（前回評価時からの主な変更点）

今回評価時
(平成２０年)

前回評価時
(平成１５年)

※費用/便益は基準年における現在価値の値

◆前回評価時との比較





様式１　客観的評価指標による事業採択の前提条件、事業の効果や必要性の確認の状況

事業名 一般国道180号　総社・一宮バイパス

事業主体 中国地方整備局

●事業採択の前提条件を確認するための指標

指　　標 指標チェックの根拠

前提条件 事業の効率性 ■ 便益が費用を上回っている
全事業：費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝1.7　（経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ）＝315億円、経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）＝5.7％）
残事業：費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝2.6　（経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ）＝472億円、経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）＝8.6％）

●事業の効果や必要性を評価するための指標

政策目標 指　標　（対象となる指標のみ記載。効果が確認されるものは□を■に変更） 指標チェックの根拠

１．活力 円滑なモビリ
ティの確保

● 現道等の年間渋滞損失時間及び削減率
区間ｂ（当該区間/並行区間）について　：　岡山市楢津～総社市井尻野
      　並行区間等（当該区間）の渋滞損失時間：147.5万人・時間/年
　　　　並行区間等（当該区間）の渋滞損失削減率：７割削減

■ 現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される
・対象区間（岡山市高松原古才地区）、改善見込み(旅行速度19.9km/h⇒45.0km/h）
・対象区間（総社市総社地区）　　　、改善見込み(旅行速度16.9km/h⇒30.0km/h）

□
現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が10,000台時/日以上の踏切道の除却もしくは交通改善が期待
される

■ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する 岡山駅～稲荷山・芳賀佐山団地北（中鉄バス）の利便性向上が見込まれる

■ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる 高梁市から岡山駅(新幹線駅)までのアクセスが向上する（92分⇒68分）

■ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる 総社市から岡山空港(第三種空港)までのアクセスが向上する（35分⇒26分）

物流効率化の支
援 ■ 重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込まれる 高梁市から岡山港(重要港湾)までのアクセスが向上する（130分⇒106分）

□ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性が向上

□ 現道等における、総重量25tの車両もしくはISO規格背高海上コンテナ輸送車が通行できない区間を解消する

都市の再生
□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

□ 広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成する

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

□ 中心市街地内で行う事業である

□ 幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市街地内での事業である

□ DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する

□
対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300戸以上又は16ha以上、大都市においては100戸以上又は5ha
以上)への連絡道路となる



国土・地域ネッ
トワークの構築 □ 高速自動車国道と並行する自専道（A'路線）としての位置づけ有り

□ 地域高規格道路の位置づけあり

□ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する

■ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 高梁市と岡山市を最短で連絡（96分⇒72分）

□ 現道等における交通不能区間を解消する

□ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する

■ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる 対象地区（総社市中央）、日常活動圏中心都市（岡山市）、改善見込み（56分⇒33分）

個性ある地域の
形成 □ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する

■ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する 基盤的技術産業集積活性化計画（岡山県南部）、岡山地域国際交流インフラ地域を支援

■ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される
アクセス向上が期待される観光地：吉備路・備中国分寺　年間観光客入り込み数：52.1万人/年
アクセス向上が期待される観光地：総社・宝福寺　　　　年間観光客入り込み数：30.6万人/年

□ 特別立法に基づく事業である

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

□
歴史的景観を活かした道路整備や中心商店街のシンボル的な道路整備等、特色あるまちづくりに資する事業
である

２．暮らし 歩行者･自転車
のための生活空
間の形成

□
自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h以上、歩行者交通量が500人/日以上の全てに該
当する区間において、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の歩行者・自転車の通行の快適・安
全性の向上が期待できる

□
交通バリアフリー法における道路特定事業に位置付けがある、または、交通バリアフリー法に基づく重点整
備地区における特定経路を形成する区間が新たにバリアフリー化される

無電柱化による
美しい町並みの
形成

■ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけ有り 計画名：無電柱化推進計画（総社・一宮電線共同溝 L=1,600ｍ）

□
市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的建造物保存地区）の幹線道路において新
たに無電柱化を達成する

安全で安心でき
るくらしの確保 ■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 総社市から岡山赤十字病院までのアクセスが向上する（77分→58分）

３．安全 安全な生活環境
の確保 ■

現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少、歩道の設置又
は線形不良区間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期待できる

・500件/億台キロ以上である区間・箇所（門前交差点：811.0件/億台キロ　等）
・見込まれる交通量の減少（最大14,600台/日）
・事業実施前後における現道等の死傷事故件数（145件/年→81件/年）

□
当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上（当該区間が通学路である場合は500台/12h以上）かつ歩行者交
通量100人/日以上（当該区間が通学路である場合は学童、園児が40人/日以上）の場合、又は歩行者交通量
500人/日以上の場合において、歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置される

災害への備え
□ 近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の道路寸断で孤立化する集落を解消する

■
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置
づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）とし
て位置づけあり

第一次緊急輸送道路に位置付け

■ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する
代替する路線：岡山自動車道
代替する区間：岡山市楢津～総社市井尻野

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する（A'路線としての位置づけがある場合）

□
現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要のある老朽橋梁における通行規制等が解消さ
れる

□ 現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する



□ 避難路へ1km以内で到達できる地区が新たに増加する

□ 幅員6m以上の道路がないため消火活動が出来ない地区が解消する

□ 密集市街地における事業で火災時の延焼遮断帯の役割を果たす

４．環境 地球環境の保全
● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量 CO2排出削減量：10千トン/年（整備なし約2,045千トン/年⇒整備あり約2,036千トン/年)

生活環境の改
善・保全

● 現道等における自動車からのNO2排出削減率

（現況）
　　自動車ＮＯｘ・ＳＰＭ法対策地域指定の別：指定なし
（推計結果）
　　評価対象区間（現道/平行区間）：岡山市楢津～総社市井尻野
　　排出削減量：39.5t/年、排出削減率：45％削減（整備なし:87.6t/年⇒整備あり：48.0t/年）

● 現道等における自動車からのSPM排出削減率

（現況）
　　自動車ＮＯｘ・ＳＰＭ法対策地域指定の別：指定なし
（推計結果）
　　評価対象区間（現道/平行区間）：岡山市楢津～総社市井尻野
　　排出削減量：3.7t/年、排出削減率：45％削減（整備なし:8.4t/年⇒整備あり：4.6t/年）

□
現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待され
る区間がある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

５．その他 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと
の関係 ■ 道路の整備に関するプログラム又は都市計画道路整備プログラムに位置づけられている ・『おかやま夢づくり道路プラン』(H20.12岡山県策定)に、効率的に交通の円滑化と渋滞の緩和を図る路線として位置付け

□ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり

■ 他機関との連携プログラムに位置づけられている ・総社市都市計画マスタープラン(H20.3)、第１次総社市総合計画(H18.9)に位置付け

□ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が見込まれる
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